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緊急支援緊急支援
令和 4 年令和 4 年令和 4 年令和 4 年

９月７日～１５日９月７日～１５日９月７日～１５日９月７日～１５日

第３回定例会第３回定例会

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
や
世
界
情
勢
の

変
化
に
よ
り
、
農
業
の
資

材
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
分
確
定
申
告
に

お
け
る
農
業
経
費
の
５
％

分
を
町
独
自
で
補
助
。

９
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

９
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　

９
月
定
例
会
は
、
９
月

７
日
招
集
さ
れ
、
９
月
15
日

ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
１
人
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
５
件
・
条
例

改
正
２
件
・
専
決
処
分
１

件
・
報
告
１
件
・
契
約
１

件
等
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
、
令
和
３
年
度
中
種
子

町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
等
５
件
が
上
程
さ
れ

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

　

15
日
の
最
終
日
は
、
補
正
予

算
１
件
及
び
同
意
案
件
３

件
を
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

町単独　１億 1,782万円町単独　１億 1,782万円町単独　１億 1,782万円町単独　１億 1,782万円

▲反転耕
(土壌の入れ替え)

▲反転耕
(土壌の入れ替え)

▲堆肥施用
(微生物による発生残渣の分解促進)

▲堆肥施用
(微生物による発生残渣の分解促進)

▲混層耕▲混層耕

２,６３４万円２,６３４万円２,６３４万円２,６３４万円
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　８月26日開催の、「鹿児島県消防操法大会」にお

いて、熊毛支部代表として出場した本町の中央分

団が、ポンプ車の部で優勝しました。

　10月29日千葉県で開催される、全国消防操法大

会に出場します。

消防操法大会　全国大会出場経費を計上消防操法大会　全国大会出場経費を計上

県消防操法大会経費全国消防操法大会経費

▲県消防操法大会での様子▲県消防操法大会での様子

新規就農者を支援新規就農者を支援
　

次
世
代
を
担
う
農
業
者

に
な
る
こ
と
を
志
す
者
に

対
し
、
就
農
直
後
の
経
営

確
立
を
支
援
す
る
資
金
を

交
付
。

(
最
大
)１
５
０
万
円×

３
年

間

  

ま
た
、
経
営
発
展
支
援

事
業
と
し
て
、ホ
イ
ル
ロ
ー

ダ
ー
導
入
に
対
し
て
補
助
。

より使いやすくより使いやすく

コミュニティーバス４台購入
　交通弱者支援のために、現在大型バスを運

行していますが、今回、町で 10 人乗り２台、

14 人乗り２台を購入しました。これで、乗

り降りが楽になり、利用しやすくなります。
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
原

油
価
格
や
物
価
の
高
騰
を

受
け
た
消
費
生
活
者
の
支

援
や
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、「
地
域
消
費

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
で
落

ち
込
ん
だ
宿
泊
需
要
を
喚

起
す
る
た
め
、
中
種
子
町

の
対
象
宿
泊
施
設
利
用
者

に
対
し
、
最
大
５
千
円
の

助
成
を
行
い
ま
し
た
。

期
間
：
８
月
１
日
～
９
月

30
日

助
成
額
：
宿
泊
費
の
半
額

を
助
成
(
最
大
５
千
円
)

　

７
月
８
日
か
ら
９
日
に

か
け
て
発
生
し
た
豪
雨
災

害
の
復
旧
に
か
か
る
経
費

を
計
上
。

　

内
容
は
、
道
路
橋
り
ょ

う
が
28
件
、
河
川
が
11
件
、

農
業
施
設
等
で
69
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▲災害の様子▲災害の様子

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
で
消
費
喚
起

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
で
消
費
喚
起

１
冊
２
千
円
で
１
万
円
の
商
品
券

１
冊
２
千
円
で
１
万
円
の
商
品
券

宿
泊
応
援
直
割
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

宿
泊
応
援
直
割
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

７
月
豪
雨
災
害
復
旧
費
に

７
月
豪
雨
災
害
復
旧
費
に

第
２
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会喚

起
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

を
10
月
１
日
か
ら
販
売
。

　

１
世
帯
購
入
額
の
上
限

は
１
万
円
で
す
。

［別表］ 令和４年度会計別予算額

国 民 健 康 保 険 事 業

介  護  保  険  事  業

後 期  高 齢  者 医 療

特 

別 

会 

計
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一般質問とは
　一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及

び将来に対する方針等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は

疑問をただすことです。

　なお、議員一人につき６０分の時間制限を設けています。

！！

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

一 般 質 問一 般 質 問

※QRコード・・・インターネットにより録画を見ることが出来ます。

QRコード

永 濵   一 則   議員

・物価高騰に対する独自支援策は

・基腐病対策は



なかたね町議会だより NO．165

令和４年 11 月１０日発行

永
濵　

生
活
必
需
品
の
ほ

と
ん
ど
の
物
が
高
騰
し
て

い
る
。
基
幹
産
業
で
あ
る

一
次
産
業
へ
の
支
援
策
は
。

町
長　

こ
の
よ
う
な
状
況

は
、
今
後
の
農
業
者
の
離

農
、
経
営
縮
小
や
新
規
に

就
農
を
考
え
て
い
る
方
の

意
欲
を
削
ぐ
可
能
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て

も
価
格
高
騰
に
対
し
て
の

支
援
策
を
幾
度
と
な
く
検

討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
分
税
申
告
を
し

た
も
の
の
う
ち
、
農
業
所

得
が
あ
る
も
の
で
、
肥
料
、

飼
料
、
動
力
光
熱
費
な
ど

の
経
費
の
合
計
が
１
万
円

を
超
え
る
も
の
な
ど
を
対

象
と
し
て
、
農
業
全
般
に

わ
た
り
支
援
す
る
も
の
で
、

２
０
０
万
円
を
上
限
と
し

て
必
要
経
費
の
５
％
を
支

援
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。

永
濵
　
こ
の
危
機
的
状
況

に
対
し
て
も
っ
と
早
く
か

ら
検
討
し
、
行
動
に
移
す

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

町
長
　
よ
り
き
め
細
や
か

な
支
援
策
を
実
施
し
た
い

と
考
え
ま
し
た
の
で
、
国

や
県
が
行
う
農
業
資
材
高

騰
分
に
対
す
る
支
援
の
前

に
独
自
支
援
を
す
る
と
い

う
の
は
、
時
期
尚
早
で
は

な
い
か
と
の
判
断
、
ま
た

税
の
公
平
性
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
も
し
っ
か
り
議
論

を
重
ね
て
ま
い
っ
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

永
濵
　
年
々
減
少
傾
向
に

あ
る
澱
粉
用
・
安
納
イ
モ

共
に
昨
年
作
は
、
不
本
意

な
結
果
で
し
た
が
、
今
期

作
の
栽
培
面
積
と
基
腐
病

の
発
生
状
況
は
。

町
長
　
澱
粉
用
イ
モ
の
作

付
け
面
積
は
前
年
比
79
ha

減
の
３
１
９
ha
で
、安
納
イ
モ

に
つ
い
て
は
、前
年
比
18
・

８
ha
減
の
１
０
２
ha
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

基
腐
病
の
発
生
状
況
に

つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

比
較
的
少
な
い
状
況
で
生

育
が
進
ん
で
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
先

月
の
ほ
場
巡
回
調
査
で
は
、

町
内
で
約
３
％
程
度
と
見

込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
収

穫
作
業
も
始
ま
り
、
現
段

階
で
約
10
％
程
度
あ
る
と

の
情
報
も
あ
り
ま
す
。

永
濵
　
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
全
般
を
行
政
と
し
て

守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
イ
モ
全
般
の

面
積
確
保
の
た
め
の
対
策

は
。

町
長
　
サ
ツ
マ
イ
モ
の
さ

ら
な
る
単
収
向
上
や
、
作

町長　必要経費の５％を支援します

永濵  一則  議員

▲基腐病の畑▲基腐病の畑

業
労
力
の
軽
減
に
つ
な
が

る
技
術
な
ど
も
含
め
た
取

り
組
み
を
関
係
機
関
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
要
望

に
応
じ
て
、
事
業
を
積
極

的
に
活
用
し
、
面
積
確
保

の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
期
の
イ
モ
作
付
け
と

基
腐
発
生
状
況
は

田渕川  寿広  町長
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第
11
回
種
子
島
屋
久
島
議

会
議
員
大
会
が
10
月
４
日
、

南
種
子
町
で
開
催

　

コ
ロ
ナ
感
染
増
加
で
、

２
年
間
中
止
さ
れ
て
い
た

議
員
大
会
が
、
感
染
対
策

を
十
分
に
行
い
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

  

南
種
子
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
一
市
三
町
全
議
員

が
久
し
ぶ
り
に
揃
い
、
各

市
町
議
会
の
提
出
議
題
、

共
同
提
案
事
項
の
趣
旨
説

明
後
、
全
議
事
意
義
な
く

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

各
市
町
提
出
議
題
の
審
議

●
西
之
表
市
議
会

　
「
離
島
に
お
け
る
医
療
従

事
者
の
確
保
に
つ
い
て
」

●
中
種
子
町
議
会

　
「
県
道
西
之
表
南
種
子
線

(
増
田
工
区
)
の
地
方
特
定

道
路
整
備
事
業
の
延
伸
に

つ
い
て
」

▲趣旨説明をする迫田議員▲趣旨説明をする迫田議員

●
南
種
子
町
議
会

　
「
ロ
ケ
ッ
ト
運
搬
道
路
及

び
島
間
港
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
」

●
屋
久
島
町
議
会

　
「
屋
久
島
空
港
の
早
期
事

業
化
に
つ
い
て
」

共
同
提
案
事
項
に
つ
い
て

　
「
農
業
の
振
興
対
策
に
つ

い
て
」

　本路線は、西之表市街地から中種子町を経由して南種子町島間地区に至

る主要地方道で、 種子島島民にとっては一市二町を結ぶ重要幹線道路とし

て大きな役割を果たす路線である。

　現在、県道整備(交付金)事業として、県道西之表南種子線の増田工区(郡

原集落内)を実施しているが、計画されている区間の延長線上で、見通しの

悪い屈曲や車道幅員不足もあり、 薄暗く、崖崩れの恐れなど交通安全面か

らも大変危険である。 車両の通行に大変支障をきたしており、 主要地方道

としての機能が阻害される こと もあるので、工事箇所の延伸の必要がある。

　また、西之表市の澱粉工場廃止に伴い、原料を近隣の澱粉工場まで運搬

する頻度も増え、 このための重要なルートであると と もに本路線は、通勤

はもとよ り地域間を結ぶ重要な産業道路であるため、 農業・観光など産業

振興を図る上からも早急な整備促進が強く望まれる。

　 よって、重大事故の発生も危惧されることから、生活や産業道路と して

の利便性向上や安全性確保のため道路整備事業の延伸を強く要望する。　

(中種子町)

農業の振興対策について

共同提案

( 中種子町議会 ・ 南種子町議会 ・ 屋久島町議会 ・ 西之表市議会 )

　農業の振興は、 食糧安全保障上の観点から、 国 ・ 地方自治体にお
いて注力すべき最重要課題の一つである。
　しかしながら、 農業 ・ 農村を取 り 巻く 情勢は、 農業従事者の減
少や高齢化の進行、 新型コロナウイ ルスの感染拡大、 ロ シアによる
ウク ライナ侵攻や急激な円安など国際情勢の影響によ り、 過去にな
い大きな打撃を受けている。
　熊毛地域においての農業は基幹産業であるが、 コ ロナ禍の需要低
下、 原油高騰や穀物をはじめと する輸入原料 ・ 資材等の高騰など、
サツマイ モ基腐病のまん延と相まって、 危機的状況に直面してお
り 、 農業者は先が見えず不安な状況である 。
　このよ う な こ と から、 本地域農業の持続的発展を図るため、 下記
重点事項について速やかに実現される よ う強く要望する。

記

１　　甘味資源作物及びでん粉原料用いもの生産基盤が永続的に
　維持できる よ う現行の糖価調整制度を堅持し 、生産者が意欲
　　と希望を持って再生産が可能になる よ う、 各地域における生
　産費など実情に応じた交付金水準を確保するために、 必要な
　予算措置を講ずる こ と 。

２　　サツマイ モ基腐病の早期収束を目指し、 予防 ・ 防除効果の
　高い農薬の開発などと と も に、 生産農家への継続的な支援な
　　ど万全の措置を講じる こ と 。

3　　燃料や肥料 ・ 飼料価格等の高騰対策など農家負担の軽減に
　必要な対策を講じ る こ と。

県道西之表南種子線(増田工区 )の地方特定道路整備
事業の延伸について

議  

事

▲昨年度の報告をする德永議長▲昨年度の報告をする德永議長

▲会場の様子　▲会場の様子　
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条
　 

例

条
　 

例

条
　 

例

条
　 

例

契
　 

約

契
　 

約

契
　 

約

契
　 

約

決算特別委員会を設置

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

  

妊
娠
・
出
産
・
育
児
等

と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た

め
に
、
地
方
公
務
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
法
律
、

育
児
休
業
・
介
護
休
業
等

育
児
又
は
家
族
介
護
を
行

う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す

る
法
律
等
の
改
正
が
行
わ

れ
、
育
児
休
業
の
取
得
回

数
制
限
の
緩
和
、
育
児
参

加
の
た
め
の
休
暇
の
対
象

期
間
の
拡
大
等
の
措
置
が

講
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

中
種
子
町
自
然
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
村
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

  

自
然
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
村
の
研
修
室
及
び
多
目

的
室
の
占
用
使
用
に
お
け

る
使
用
料
徴
収
額
の
設
定

を
す
る
た
め
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

決算認定とは・・・「議会が決定した予算が適切に執行されたかどうかを審査するとともに、

各種資料に基づいてその行政効果や経済対策を測定し、住民に代わって行政効果を評価する」

事です。

風
力
発
電
施
設
解
体
工
事

　

風
力
発
電
施
設
解
体
工

事
に
伴
う
指
名
競
争
入
札

の
結
果
、
７
０
０
７
万
円

で
石
橋
建
設
株
式
会
社
が

落
札
し
契
約
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
各
会
計
の

決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算

特
別
委
員
会
で
審
議
し
ま

す
。

  

決
算
特
別
委
員
会
は
、

令
和
４
年
９
月
27
日
か
ら

30
日
ま
で
の
４
日
間
開
催

さ
れ
、
各
決
算
内
容
を
審

査
し
、
委
員
長
が
報
告
し

ま
す
。

  

議
長
が
指
名
し
た
決
算

特
別
委
員
は
次
の
６
名
で

す
。委

員
長　
　

永
濵　

一
則

副
委
員
長　

浦
邊　

和
昭

委
員　
　
　

下
田　

敬
三

　
　
　
　
　

園
中　

孝
夫

　
　
　
　
　

橋
口　

渉

　
　
　
　
　

日
髙　

和
典

風
力
発
電
19
年
に
幕

風
力
発
電
は
平
成
15
年
度

か
ら
稼
働
し
、
発
電
し
た

電
気
は
体
育
館
に
使
用
さ

れ
る
ほ
か
、
余
剰
電
気
は

売
電
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
約

２
億
円
を
売
り
上
げ
ま
し

た
。
こ
の
風
車
は
町
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
存
在
で
あ
り
、

解
体
が
惜
し
ま
れ
ま
す
。▲11 月から解体がはじまります▲11 月から解体がはじまります
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防
衛
省
へ
町
有
地
売
却

　

旧
種
子
島
空
港
跡
地
に
、

自
衛
隊
馬
毛
島
基
地
(
仮

称
)
の
安
定
的
な
運
用
及

び
適
切
な
維
持
管
理
を
目

的
と
し
た
施
設
の
整
備
を

図
る
た
め
、
売
却
す
る
も

の
で
す
。

令
和
３
年
度
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
毎
年
、
本
町
財

政
の
健
全
化
判
断
比
率
及

び
資
金
不
足
比
率
を
公
表

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

  

本
町
は
、
早
期
健
全
化

基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、

公
営
企
業
(
水
道
事
業
)

に
つ
い
て
も
資
金
不
足
比

率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
比
率
が
一
つ
で
も

早
期
健
全
化
基
準
以
上
と

な
っ
た
場
合
は
財
政
健
全

化
計
画
、
公
営
企
業
で
は

経
営
健
全
化
計
画
を
策
定

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任

  

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
と
し
て
、
３
名

の
選
任
に
つ
き
同
意
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

 

光　
　

紀
義　
(
春
田
)

　

 

牧
瀬　

広
之　
(
横
町
)

　

 

里　
　

重
浩　
(
上
方
)

  

任
期
は
、
令
和
４
年
10

月
１
日
か
ら
令
和
７
年
９

月
30
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

そ 

の 

他

そ 

の 

他

そ 

の 

他

そ 

の 

他

令和３年度決算の健全化判断比率

指標の名称 本町比率 早期健全化基準

実質赤字比率 なし

なし

15.0%

連結実質赤字比率 20.0%

実質公債費比率 10.2% 25.0%

将来負担比率 16.5% 350.0%

中
南
衛
生
管
理
組
合
規
約

の
一
部
変
更

  

中
南
衛
生
管
理
組
合
の

「
し
尿
処
理
施
設
に
係
る
運

営
費
の
負
担
割
合
」
を
変

更
す
る
た
め
、
同
組
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。

  

変
更
内
容
は
運
営
費
の

負
担
割
合
を
左
記
の
と
お

り
変
更
す
る
も
の
で
す
。

里 重浩氏　光 紀義氏 　牧瀬 広之氏 　里 重浩氏　光 紀義氏 　牧瀬 広之氏 　

  

売
却
す
る
不
動
産
は
、

中
種
子
町
野
間
字
フ
シ
ノ

峯
で
面
積
７
３
４
６
㎡
、

売
却
額
１
３
９
０
万
円
で

す
。

　

売
却
方
法
は
随
意
契
約

で
相
手
方
は
熊
本
防
衛
支

局
で
す
。

均 等 割

現　行 改正後

人 口  割

利用度割

30/100

70/100

10/100

30/100

60/100

一
部
事
務
組
合

一
部
事
務
組
合

一
部
事
務
組
合

一
部
事
務
組
合
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議会傍聴においでください。議会傍聴においでください。

中種子町議会では、インターネット( Yo uＴu b e )で本会議の中継を

視聴することが出来ます。会議録も議会ホームページに掲載しています。

是非ご覧ください。

中種子町議会では、インターネット( Yo uＴu b e )で本会議の中継を

視聴することが出来ます。会議録も議会ホームページに掲載しています。

是非ご覧ください。

　

今
回
は
、
種
子
島
の
自

然
を
満
喫
し
な
が
ら
生
活

し
て
い
る
犬
養
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
自
己
紹
介
を
お
願
い
し

ま
す

　 　◆
移
住
の
き
っ
か
け
は

　  

佐
賀
県
出
身
で
す
が
鹿

児
島
で
学
生
生
活
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
桜
島

の
降
灰
に
悩
ま
さ
れ
、
就

職
す
る
な
ら
鹿
児
島
を
離

れ
よ
う
と
思
い
、
新
光
糖

業
の
社
員
募
集
に
応
募
し

い
ぬ
か
い
　
　
り
ょ
う
や

移住者インタビュー

Youは何しに　　　　　　　へ？Youは何しに　　　　　　　へ？Youは何しに　　　　　　　へ？Youは何しに　　　　　　　へ？中種子町中種子町中種子町中種子町
Wｈｙ did you come to Nakatane?

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
ロ

ケ
ッ
ト
の
島
と
い
う
こ
と
で

そ
れ
も
魅
力
で
し
た
。
移

住
し
て
10
年
ほ
ど
に
な
り
ま

す
。

◆
現
在
の
お
仕
事
は

    

新
光
糖
業
株
式
会
社
で

働
い
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は

   

特
に
な
い
で
す
が
、
旅
行

は
好
き
で
す
。
先
日
も
北

海
道
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
中
種
子
町
に
住
ん
で
み

て
　

中
種
子
町
は
西
之
表
・

南
種
子
と
比
較
し
て
も
イ
ン

フ
ラ
等
し
っ
か
り
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ど
こ
に
行
っ
て
も
圃
場
整
備

さ
れ
て
い
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。

◆
中
種
子
町
（
議
会
）
へ
の

要
望
は

　

若
者
の
島
離
れ
に
対
し

て
ど
う
対
応
し
て
い
く
か

考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
農
業
に
関
し
て

も
さ
と
う
き
び
産
業
を
維

持
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め

に
は
、
う
ち
の
会
社
が
主

導
的
役
割
を
果
た
す
べ
き

と
考
え
ま
す
し
、
行
政
、

議
会
に
は
し
っ
か
り
と

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
確

立
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　このコーナーは、中種子町に移住された皆

さんに登場していただき、もっと議会だより

を身近に感じて欲しいと思います。

　また、ご一報いただければ取材にお伺いし

ます。よろしくお願いします。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
何

と
か
踏
ん
張
っ
て
き
ま
し

た
が
、
第
７
波
の
感
染
拡

大
は
、
町
民
・
島
民
に
も

多
大
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
今
更
な
が
ら
、
医

療
従
事
者
を
は
じ
め
、
福

祉
・
介
護
従
事
者
の
方
々

の
頑
張
り
に
は
心
か
ら
の

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
収
穫

の
秋
を
迎
え
、
各
地
で
豊

作
を
祝
い
願
成
就
の
祭
り

の
歓
声
が
聞
こ
え
て
く
る

時
期
で
す
。

  

ま
も
な
く
年
の
瀬
を
迎

え
ま
す
。
来
年
こ
そ
マ
ス

ク
な
し
で
笑
い
あ
え
る
年

に
し
た
い
も
の
で
す
。

           

迫
田  

秀
三

広
報
編
集
委
員
会

  

委 

員 

長  

  

副
委
員
長  

  

委    

員 

濵
脇　

重
樹

戸
田　

和
代

迫
田　

秀
三

浦
邊　

和
昭

橋
口　

渉

池
山　

喜
一
郎

議会ＨＰの
ＱＲコード 

令和４年第４回 (１２月 )議会は　７日に開催予定です。

　　
野
間
校
区
在
住

　
　

犬
養　

亮
哉
(
34
)

　

独
身
で
す
。
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